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環境マネジメント活動－循環型社会の実現に向けて

資源循環
　大量生産・大量消費・大量廃棄型の経済活動から、持続可能な形で資源を利用する「循環経済（サーキュラーエコノミー）」への移行をめざして、DNPでは「DNPグループ環境ビ

ジョン2050」にて循環型社会（資源の効率的利用）の実現を掲げています。その実現に向けて、「不要物総排出量および最終処分場利用率の最小化」に努め、2021年度からは、

「資源循環率」を指標としてサーマルリカバリーを含めない形でリサイクルを推進し、資源の効率的利用を進めています。

● 不要物総排出量の最小化

　サイトから排出される工場不要物（廃棄物・有価物）の排出量を抑制するために生産工程に

おいて歩留まり改善活動を行い、必要最小限の材料での生産に努めています。

● 不要物処理フロー
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不要物総排出量の推移 （単位：千トン ）　

廃棄物排出量（外部委託量）の推移 （単位：千トン ）　

不要物総排出量
244.7 千t（100%）

有価物量
163.9 千t
（67.0%）

資源循環量

14.5 千t
（5.9%）

サーマル
リカバリー量
28.9 千t
（11.8%）

中間処理委託量

2.3 千t
（0.9%）

（直接）
最終処分場利用量

4.8 千t
（2.0%）

（間接）
最終処分場利用量

0.1 千t
（0.0%）

外部委託量

主要原材料投入量
1,130.8 千t

サイト内で
中間処理しない
廃棄物排出量
45.6 千t （18.6%）

廃棄物量
80.8 千t
（33.0%）

サイト内
中間処理量

35.7 千t （14.6%）

サーマル
リカバリー量
1.4 千t
（0.6%）

資源循環量

162.6 千t
（66.4%）

サイト内で
中間処理後
廃棄物排出量
  4.9 千t （2.0%）

※ 四捨五入により一部合計が合わないことがあります。
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資源循環
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● オフィスでの古紙回収（国内）
　事業との関わりが深い「紙」について、国内ではオフィスでも分別回収に取り組んで
います。2022年度、大規模オフィスを中心に45カ所で計量を実施し分別回収率は
81.8%で、目標である「70％超」を維持しています。

●資源循環率　資源循環量 ÷ 除紙不要物量×100
●資源循環量　除紙不要物量のうち、マテリアルリサイクルまたはケミカルリサイクルされた量
● 除紙不要物量　 不要物（有価物＋廃棄物）から100％リサイクルしている紙有価物量および汚泥の   

サイト内 中間処理量を除外した不要物量

古紙分別回収率　古紙回収量÷（古紙回収量＋一般廃棄物（缶、瓶、生ゴミを除く））×100
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● 不要物（廃棄物・有価物）のリサイクル推進

　サイトから排出される工場不要物（廃棄物・有価物）の「資源循環率」向上をめざし、さまざまな取り組みを推進しています。中でも、廃棄物量の多いプラスチックに注力し、①製品構

成の単一素材化（モノマテリアル化）の推進、②分別の細分化によるマテリアルリサイクル化の推進、③ケミカルリサイクル化に向けたパートナー企業との協働、などに努めています。 
※ 熱回収をともなう焼却や固形燃料化等はサーマルリカバリーとして扱い、リサイクルに含めていません。

不要物全体

● 最終処分場利用率の最小化（国内）
　国内ではゼロエミッションを指標に、最終処分場利用率の最小化に努めています。
ゼロエミッションとは、最終処分場利用量/不要物総排出量を0.5%以下にする取り組
みのことです。

最終処分場利用率（国内）の推移
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最終処分場利用率　最終処分場利用量（直接＋間接）÷不要物総発生量×100
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